
 

 

 

 

 

 

 

 

 

激励会 6 月 3 日(金) 

６月 10 日から始まる下越地区大会での活躍に向けて、激励会を行いました。陸上競技部、野

球部、卓球部、バレーボール部、ソフトテニス部の選手たちの決意表明、そして、バレーボール

部部長 鈴木緋莉（すずき ひまり）さんによる選手宣誓に胸が熱くなりました。 

また、応援団からの伝統ある応援歌と吹奏楽部による迫力ある演奏も大変素晴らしかったです。

全校生徒が一つになり、選手の活躍を祈った激励会でした。 
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教育目標:豊かな知性を育て きびしく自己をきたえ 高め合う生徒 

校訓:明朗 闊達 質朴     新発田市立加治川中学校 令和４年６月２９日 第３号  

激励会、地区大会について  

  かじかわ 
 

 

宣誓！ 

私たち選手一同は、日頃の練習の成果を全力で

出し、最後まで戦い抜くことを誓います。 

 

令和４年６月３日 バレー部部長 鈴木 緋莉 
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下越地区大会の様子 
 下越地区各種大会が 6 月 10 日(金)を皮切りに、6 月 24 日(金)、25 日(土)と行われました。ま

た、下越地区陸上競技大会も 6月 15 日(水)、16 日(木)に行われました。 

 激励会で活躍を誓った加治川中学校の選手らは、どの会場でも熱戦を繰り広げていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

吹奏楽部も頑張ってます！ 
 現在、吹奏楽部は 7 月 23 日（土）に新潟テルサで開催  

される第 71 回下越地区吹奏楽コンクールに向け、練習に 

励んでいます。 

 曲名は「吹奏楽のための狂詩曲 九頭龍大神の伝説によ 

る(作曲 近藤礼隆)」です。ドラの大きな音が印象的です。 

 吹奏楽部全員の心を１つにした素晴らしい演奏を期待し 

ています。 

 

選手たちは、粘り強く、ひたむきに競技に

臨んでいました。 

最後まであきらめない気持ちを持ち続け

ることは、非常に難しいことです。 

この気持ちを前面に押し出す加治川中の

選手、そして、それを支えるすべての生徒た

ちを誇らしく思いました。 

頑張ったぞ、加治川中健児！ 



生徒会活動の様子（給食委員会） 
 生徒総会を終え、各委員会が本格的に動き出してい

ます。6月 14 日(火)の生徒朝会では、給食委員会が全

校生徒に給食をより楽しんでもらうために「給食○×

クイズ」を開催しました。 

 

 難問が続く中、勝ち抜いた９人には、給食委員会特

製のファイルが贈られました。給食委員会の手際よい

進行と、クイズに一喜一憂する加治川中学生のいきい

きとした表情が印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育祭に向けて（色決め集会） 
 6 月 14 日(火)の放課後には、9 月 10 日(土)予定の

体育祭に向けた連合軍の色決め集会が行われました。 

 今年度は、「心を一つ」にするため、はじめに学級対

抗の大縄跳びを行いました。そして、その勝敗で色決

めの風船割りの順番を決定するというアイデア満載の

取組でした。 

 

どの学年も必死に取り組む中、最後の体育祭となる

３年生は円陣を組み、団結心を高め、気合いのこもっ

た大縄跳びを見せてくれました。 

 

 給食委員会と体育祭実行委員会の取組から、加治川

中学生の創意工夫のレベルの高さを理解するととも

に、生徒が「全校みんなで楽しむ」ことを大切にして

いることを感じました。 

 

 本番の体育祭でも心を一つにするために、生徒自身

が考えた独創性あふれる取組が期待されます。 

生徒が主役の素晴らしい体育祭になるよう、教職員

一同、見守り、支えていきたいと思います。 

 

 

渋谷翔磨委員長から 

 １問目にほとんどの人が脱落したのは、本

当に予想外でした。 

しかし、その後、復活戦を行って、最後ま

で○×クイズをみんなで楽しんでくれたの

で、とても良かったです。 

 これからも給食委員会をよろしくお願い

します！ 



校長講話 

6 月 3 日(金)の全校朝会で「夢と仲間」という話をしましたのでご紹介いたします。 

  

  もうすぐ地区大会が始まりますね。そこで、今日は「夢と仲間」についてお話します。 

さて、私はあるアニメが大好きです。主人公が冒険を繰り広げて、仲間とともに成長していくと

いうストーリーです。世界でも人気のあるアニメです。 

 

  なぜ、こんなにも人気があるのか、ストーリーを分析してみ

ました。 

  ・冒険しながら、頂点を目指す 

  ・仲間と戦いながら、成長していく 

  ・戦いを通して、仲間が増えていく 

 

  これが人々の共感を呼び、感動を与えているのだと思います。 

  実は、この共感するポイントは、2，3 年生は星校長先生から

習っていると思いますが、あの三角形で示されていたマズロー

の欲求階層というものと一致しているのです。 

   ・頂点に立ちたいという夢の実現 

   ・成長した姿を人から認めてもらいたい気持ち 

   ・支えてくれる仲間が欲しいという気持ち 

  人は、夢の実現と仲間を求める生き物なのです。          

 

  では、夢と仲間を手に入れるには、どうすればよいのでしょ

うか。改めて、アニメから考えてみました。私なりに考えた答え

ですが、「信」だと思います。人を信じる、人から信じられる。

そして、自分を信じられることなのかなと思います。 

  なかでも、自分を信じる、信じられる自分になるって、私にと

ってはすごく難しいことなのですが、皆さんはどうでしょうか。 

 

  さて、どうすれば自分を信じられるようになるのでしょうか。すでに実践している人もいるか

もしれません。いろいろな答えがあるかもしれません。30 秒ほど、考えてみましょう。 

＜30 秒後＞ 

答えてくれる人はいますか？挙手してくれる生徒が 2名いました！ 

  ・生徒「成功体験を増やしていく！」 

  ・生徒「練習を積み重ねること！」 

  素晴らしい発表ですね。どれも正解ですよね。 

   

  私も考えたのですが、私の場合は「正しいことをすること」なのかなと思いました。人が嫌が

ることをせず、むしろ人を助けたり、悪い誘惑に負けずにガマンしたり、嘘をつかなかったりな

ど、どんな些細なことでもいいので、正しいことを積み重ねることで、自分に自信がもてるよう

になるのかなと思いました。 

  ぜひ、自分なりの方法で、人を信じ、人から信じられ、自分に自信をもって、胸を熱くし、ワ

クワクした気持ちで、何事にも頑張ってもらいたいと思います。 

  そうすれば、この麦わら帽子をかぶっているキャラクターに近づけるかもしれませんね。 

  


